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１．研究計画の概要 
脳血管障害で意識が低下した要介護者では
食事中に‘誤嚥’が起こりやすい。介護の現
場では、話しかける・体に触れる・口腔顔面
領域を冷刺激する、などの前処置が行われて
いる。我々はこの前処置が脳覚醒を促してい
るとの仮説のもとに本研究計画を策定した。 
高齢社会を迎え、寝たきり老人や脳血管障
害の後遺症で摂食・嚥下機能に障害が現れる
ケースが増えている。これまでは胃瘻や経管
的栄養摂取が主流であったが、人間らしく生
きる権利を追求すると、患者さんにとって食
物の経口摂取は当然の権利である。このよう
な社会的要求から、嚥下を摂食機能の一環と
して研究する気運が高まっている。その中で、
我々は生理学的な研究を推進し、嚥下誘発に
おける末梢と上位脳の関係を明らかにして
きた。そして、摂食・嚥下は栄養摂取機能の
一部であり、患者さんの食物に対する経験や、
提示された食品の認知機構が嚥下反射にも
大きく影響することも明らかになってきた。 

一方、寝たきり者の中でも意識（覚醒）レ
ベルの低下した要介護者は意志の疎通に支
障がでるだけでなく、食事の安全確保に困難
が生じ生命の危険も伴うため介護者にとっ
ては大きな問題となっている。ヒトの脳を覚
醒させる方法は種々提唱されているが、脳生
理学的には感覚受容器を介して網様体賦活
系を刺激すること、本能・情動の座である大
脳辺縁系を活性化して自ら覚醒を引き起こ
すことなどが有効である。事実介護の現場で
は口腔内外をアイスマッサージすることや
話しかけながら身体に触れることが行われ、
それなりに効果を上げている。 
 このような社会問題を解決するため本研

究では意識（覚醒）レベルの低下した要介護
者に食事介助する際の前処置（声をかける、
体に触れる、アイスマッサージをする）や食
物による視覚・嗅覚的ならびに口腔内刺激が
脳神経障害者や高齢に伴う認知障害者の覚
醒を促す上で有効か否かを明らかにするこ
とを目的として計画された。 
２．研究の進捗状況 
 意識レベルが嚥下誘発におよぼす効果を
科学的に検証するためには、定量的な刺激で
嚥下を誘発する必要がある。これまで多くの
研究者が様々な方法で定量的な嚥下誘発手
法の開発に取り組んできたが、いまだにその
手法は確立されていない。そこで我々は、ま
ず定量的かつ効果的な嚥下誘発手法の開発
に着手した。 
初年度は水を咽頭に注入する方法を採用

したが、この方法には刺激の定量化という観
点から見ると、注入する液体の量や温度、注
入速度など制御すべき要素が多いことに加
え、誤嚥の危険性があるなど、将来的に要介
護者での嚥下誘発に応用する上で問題があ
ることが明らかになった（初年度）。そこで
動物実験においては容易に誘発することが
可能である電気刺激の有用性に着目した。こ
の方法には刺激の定量化が容易である上に、
誤嚥の危険性がないという利点がある。電気
刺激による嚥下誘発の試みは過去にもなさ
れてきたが、それらは被験者個々についてカ
スタムメイドした口蓋床を電極固定源とし、
口腔内から電極設置をおこなっていた。従っ
て、電極製作に特殊技術を要する上に、刺激
部位に制限があり、最も効果的な嚥下誘発域
と考えられている中・下咽頭領域の刺激が困
難でる上に、固定部と電極が嘔吐誘発域をま



たぐため、嘔吐が誘発されることがあるなど
の問題点を抱えていた。そこで我々は電極を
内視鏡観察下で鼻腔経由に挿入し、咽頭後壁
に固定する手法を試みた。その結果、鼻腔経
由の電極アプローチによる中・下咽頭領域の
電気刺激が非常に効果的な嚥下誘発方法で
あることを見いだした。当初問題となってい
た咽頭後壁への電極の固定も、電極の形状・
材質や、磁石あるいは弾性ワイヤーを併用す
ることによりほぼ解決された（2 年度）。そこ
で３年度は健常者を対象に嚥下誘発に最も
効果的な刺激部位や刺激パラメータを明ら
かにすることを目的に実験をおこない、舌咽
神経により支配される中咽頭領域と迷走神
経により支配される下咽頭領域の両方への
連発電気刺激が、被験者に「水が流れる」あ
るいは「水が湧き出す」ような感覚を惹起さ
せるとともに、効果的に嚥下を誘発すること
を明らかにした。加えて、中咽頭領域と下咽
頭領域刺激効果を比較した場合、嚥下に伴う
舌骨上筋群の活動や、誘発閾値、誘発潜時に
は差がないが、下咽頭刺激の方が誘発確率が
高い傾向にあることをも明らかにした。 

効果的な嚥下誘発手法の開発に成功した 3
年度後半からは、研究の最終目的である意識
レベルが嚥下誘発に及ぼす影響を健常者を
用いて調べる実験に着手している。現在のと
ころ、刺激に伴って感覚を被験者が認知した
ときに、被験者が手に握ったスイッチを押す
までの反応時間を覚醒レベルの指標として
いるが、この認知応答が失われたときには嚥
下誘発閾値が上昇するという結果が得られ
ている（3 年度）。 
３．現在までの達成度 
 ほぼ計画通りに進捗している。特に電気刺
激による嚥下誘発の手法が確立されたこと
は、これ自体がかなりの研究成果と言える。  
誤嚥の危険性のない、安全かつ確実なこの
嚥下誘発手法は、臨床的に摂食・嚥下機能障
害者のリハビリテーションにおける直接訓
練に応用が期待され、現在臨床家と協力して
その可能性を探っている。まだ予備実験の段
階ではあるが、脳腫瘍手術後嚥下の嚥下機能
障害の患者においては、電気刺激による嚥下
誘発閾値が非常に高いが、嚥下が誘発されな
い強度での連続電気刺激をおこなったとこ
ろ、その直後の随意嚥下の遂行が容易になっ
たとの患者の報告を得ており、今後の臨床応
用が期待される。 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度はヒトを対象とした実験に絞っ
て研究を実施する。特に動物実験では不可能
であった、嚥下誘発における意識(上位脳)の
関与について、生理学的観点からとりまとめ
を行う。 

本研究を通して開発された嚥下誘発法は、
脳幹にあるヒトの運動中枢を末梢感覚入力

により活性化した点で生理学的には大きな
意義があり、今後運動中枢と上位脳の関係を
普遍化する研究へと発展させたい。 
５. 代表的な研究成果 
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